
電磁界の生体影響評価	

私たちの研究グループは、第 5世代移動通信（5G）やその次の世代（Beyond 5G）で利用が見込
まれているミリ波帯電波が人体に及ぼす影響を明らかにすることを目的としています。ミリ波は皮

膚の浅い部分で吸収されるため、深部への影響は少ないと考えられていますが、局所的な温度

上昇や細胞への影響の可能性が指摘されています。そこで私たちは、実験動物やヒトを対象に、

現実的な通信環境に即した条件下でミリ波ばく露を行い、発汗や血流といった温熱生理的な反応

や細胞機能の変化について評価しています。 

この研究のために、複数のアンテナを組み合わせて照射できる特殊なばく露装置を開発しました。

この装置では、電波の強さ、偏波（電波の振れ方）、照射範囲などを細かく制御することができま

す。これにより、動物や人の皮膚へのミリ波ばく露によって生じる生体反応をより正確に測定する

ことが可能になりました。また、得られたデータをもとに、血流の影響を考慮した温熱生理モデル

も構築し、電波ばく露による温度変化を数値的に予測する技術も開発しています。 

これまでの研究では、たとえばラット皮膚を使った実験において、ばく露強度が高まるほど温度が

上昇することが確認されました。この結果は、人の皮膚でも同様の反応が起こる可能性を示唆し

ています。さらに、空間合成型のアンテナシステムを用いた局所ばく露装置の性能評価も進んで

おり、これらの成果は国内外の学会や論文で発表され、高く評価されています。 

私たちの研究は、世界保健機関（WHO）などが進めている国際的な電波の健康リスク評価にも貢
献しています。とくに、日本で開発された独自のばく露装置や解析モデルは、現在の国際防護基

準の科学的根拠を検証・強化するうえで重要な情報を提供しており、国際的にも注目されていま

す。 
 




